
様式第Ｈ２号 産業廃棄物 　　　　　の処分実績報告書　（平成１５年度）
特別管理産業廃棄物

－中間処分業・最終処分業－
兵庫県知事　殿 平成１６年　　　月　　　日

　　報告者

住　所

氏　名

　　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）

　電話番号

　平成１５年度の産業廃棄物の処理の実績について、次のとおり報告します。

許可の種類

許可の年月日及び許可番号 平成　　　年　　　月　　　日 　第 ２　８ 　号

（”２８”で始まる１０ケタの許可番号を記入してください。）

処理実績の有無 （次のいずれかに○印をつけてください。）

有 （処理実績については別紙のとおりです。）

無 （無の場合は、別紙の添付は不要です。この用紙のみを提出してください。）

備考 １．平成15年４月１日から平成16年３月31日までに処理した産業廃棄物の量を集計し、６月30日までに貴事業所を管轄する県民局環境課へ提出してください。

２．委託者とは、報告者に運搬を委託した者をいう。

３．受託者とは、報告者が運搬を委託した者をいう。

４．産業廃棄物の処理施設の処分実績については、処理施設で処分した量を別紙に記入し添付すること。



主要な所在地ｺｰﾄﾞ 26 京都府　27 大阪府　28 兵庫県　29 奈良県　33 岡山県　65 京都市　66 大阪市　67 堺市 特別管理産業廃棄物の区分ｺｰﾄﾞ
68 東大阪市　69 神戸市　70 姫路市　71 尼崎市　99 西宮市　83 岡山市　102 奈良市 ２　特定有害物を含まないもの（感染性、引火性廃油、強酸、強ｱﾙｶﾘ、廃石綿等）

主要な廃棄物ｺｰﾄﾞ 01 燃え殻　02 汚泥　03 廃油　04 廃酸　05 廃ｱﾙｶﾘ　18 ばいじん　20 感染性廃棄物　21 廃石綿 ３　特定有害物を含むもの（鉛、砒素、水銀等の重金属類、有機塩素系化合物）
主要な処分方法ｺｰﾄﾞ 16 溶剤回収　31 焼却　36 中和　38 ｺﾝｸﾘｰﾄ固化 ※１　該当するコードがない場合は、送付書類のコード表を参照して下さい。

※２　許可番号は右詰めで記入して下さい。

再　委　託　業　者　名

許　　可　　番　　号

業者名

別紙２の１の２ 特別管理産業廃棄物処理実績報告書

（中間処理業者用） 許可番号

（ ｔ 換算 ）

2 8 -

排　　出　　事　　業　　者 区
分
ｺｰﾄﾞ

特別管理
処　分　量

名 称 （ 元請者 ） 発 生 の 場 所 産業廃棄物の種類

２

所在地コード ３ 廃棄物コード
ｔ

２

・

ｔ
所在地コード ３ 廃棄物コード

・

２

処分コード所在地コード ３ 廃棄物コード
ｔ

・

ｔ

・

２

所在地コード ３ 廃棄物コード
ｔ

・

２

処分コード
ｔ

所在地コード ３ 廃棄物コード

ｔ

・

２

所在地コード ３ 廃棄物コード
・

２

所在地コード ３ 廃棄物コード
ｔ

２

処分コード
ｔ

所在地コード ３ 廃棄物コード
・

受　託　量

（ ｔ 換算 ）

・

ｔ

・

ｔ

・

ｔ

・

ｔ

・

ｔ

・

ｔ

・

ｔ

・

処 分 方 法

処分コード

処分コード

処分コード

所在地
コード

処分コード

処分コード



主要な所在地ｺｰﾄﾞ 26 京都府　27 大阪府　28 兵庫県　29 奈良県　33 岡山県　65 京都市　66 大阪市　67 堺市 特別管理産業廃棄物の区分ｺｰﾄﾞ
68 東大阪市　69 神戸市　70 姫路市　71 尼崎市　99 西宮市　83 岡山市　102 奈良市 ２　特定有害物を含まないもの（感染性、引火性廃油、強酸、強ｱﾙｶﾘ、廃石綿等）

主要な廃棄物ｺｰﾄﾞ 01 燃え殻　02 汚泥　03 廃油　04 廃酸　05 廃ｱﾙｶﾘ　18 ばいじん　20 感染性廃棄物　21 廃石綿 ３　特定有害物を含むもの（鉛、砒素、水銀等の重金属類、有機塩素系化合物）
主要な処分方法ｺｰﾄﾞ 16 溶剤回収　31 焼却　36 中和　38 ｺﾝｸﾘｰﾄ固化 ※１　該当するコードがない場合は、送付書類のコード表を参照して下さい。

※２　許可番号は右詰めで記入して下さい。

別紙２の１の２ 特別管理産業廃棄物処理実績報告書
業者名 ㈲ ◆ ◆ 産 業（中間処理業者用） 許可番号 2 8 2 6 - 8 6 4 2 0 0

排　　出　　事　　業　　者 区
分
ｺｰﾄﾞ

特別管理
受　託　量

名 称 （ 元請者 ） 発 生 の 場 所 産業廃棄物の種類 （ ｔ 換算 ）

処　分　量
処 分 方 法

再　委　託　業　者　名
所在地
コード

（ ｔ 換算 ） 許　　可　　番　　号

○○医院
赤穂郡上郡町 ２ 感染性廃棄物

所在地コード 28 ３ 廃棄物コード 2 0 0
1

0
1

焼却
ｔ ｔ

処分コード 3 1
・ ・

２
ｔ ｔ

所在地コード ３ 廃棄物コード 処分コード
・ ・

２

所在地コード ３ 廃棄物コード
ｔ ｔ

処分コード
・ ・

２
ｔ ｔ

所在地コード ３ 廃棄物コード 処分コード
・ ・

２

所在地コード ３ 廃棄物コード
ｔ ｔ

処分コード
・ ・

２
ｔ ｔ

所在地コード ３ 廃棄物コード 処分コード
・ ・

２

所在地コード ３ 廃棄物コード
ｔ ｔ

処分コード
・ ・

２
ｔ ｔ

所在地コード ３ 廃棄物コード 処分コード
・ ・

宛て名シールの下の
10ケタの番号を書く

年間量を記入する

排出事業者ごとに
記入する

バイオハザードマーク付の
容器の場合、0.3kg/ﾘｯﾄﾙで
重量換算して下さい



別紙２の２

整理番号

中間処分の状況

業者名

施 設 の 所 在 地

施 設 の 種 類

処 理 方 法

処 理 し た 種 類

産業廃棄物 年間量（ｔ）

稼 働 日 数 月平均 日／月 年間 日／年

稼 働 時 間 平均 時間／日 最大 時間／日

種 類

処

量（ｔ） （年間）

理

氏名又は法人名

後 収集運 及 び 所 在 地

の 搬 者 許可番号及びした

許 可 日

産

氏名又は法人名

業 及 び 所 在 地

処 分

廃 許可番号及び

許 可 日

棄 委託者

処分方法及び

物 処 分 量

処 氏名又は法人名

製 品 及 び 所 在 地

理

（処理 利用方法及び

状 売 却 量

後物）

況 売 却 単 価

売 却

備 考



別紙４

整理番号

産業廃棄物の処理料金

業者名

処 理 料 金

産 業 廃 棄 物 の 種 類

収集・運搬費 中間処理費 最終処分費




